








Some Experiences in Teaching Education ( I ) 













































第l講教と育，その統合 P. 1 -3 「ばらが咲いた」
第2講教育説の理解と理会 p. 3～ 5 「タやけ こやけ」
第3講教育説の伝達対創造の弁証法 P. 5～12 「四季の歌」
第4講愛の作用としての人間形成の意味 P. 12-13 「中園地方の子守歌」
第5講家庭，学校，社会の教育から生涯の統合学習へ P. 13～16, P. 175-183 「おお
牧場はみどり (1）」
第6講理想の人間像とその中核 P. 17～31 「おうまの親子」
第7講教育目標から教育内容へ P. 20-31（一部重複）P. 32～37「おお牧場はみどりJ
第8講教育課程の編成は「学校がこれに当る」 P. 32-58 （一部重複）「どじょっこ
ふなっこj
第9講授業（教授，学習指導）の方法 P. 59-76 「この道」
第10講生徒指導（ガイダンス）の機能と方法 P. 76～101 「（たいへんな）坂道j
第11講教育評価（エバリエーション）の機能と方法 P. 101～119 「坂道 （三声輪唱）」
第12講学級経営と校務分掌 P. 120～138 「静かな湖畔の（三声輪唱）」
第13講教育行政と教師 P. 139-174 「牧歌」
付 講 孤独と連帯←一一教育的宇宙像によせて 「牧歌」
3 教育方法論の講義の編成
第1講教育と教育方法 P 1 -5 「タやけ こやけ」
第2講教育する教授 P. 6 -15 「ばらが咲いた」
第3講感覚直観からの出発 P 16～24 「北海道女子短期大学校歌3番」
第 4- 5講メディアの開発と「為すことで学ぶ」へ P 23 -24, P . 189～ 195 
87 
「ComeEverybody 」
第6講動的メディアを生かす創造的思考 P 192-206 「おお牧場はみどり」
第7講教育方法論の受講からプロジェク 卜へ P.32-40 「おお牧場はみどりJの3番
第8講 ヘルバルトの教授学から目標対応の教授過程へ P 24～32 「この道j
第9講授業の改善と授業評価 P. 141～188 「かあさんの歌」
第10講教育評価の本質と方法 P. 157-163 「母ぎみにまさる」
第11講道と徳の教育 P. 230～243 「坂道」
第12講特別活動と平和への情操教育 P 244～256 「サンタ ・ルチア」
第13講教育方法の底にあるもの P 60-80 P. 80～98 「牧歌」
これらの講義の結果の単位認定は，筆記試験ではなく，個々の学生がそれぞれl冊にまとめ









































なり見られた。表1の表頭の 4, 3, 2, 1, 
Oはノート等点検尺度によるものである。 表 1 教科書・課題・自己課題による自学の成績分布
④ 指定図書の活用にかかわって， 拙著「心 4 3 つ】 。！計
育て」3）は，学生の需要が多く ，図書館に10冊お 保体！体育コー スI16 I 24I so1 17 1 1 11os 
(1年） ｜養護ゴ スI103 I 55I 3oI 5 I o 1193 
いたが不足であった。副読本として購入可能な















































1 .愛の構図と教育愛 （その 1 愛の分化ないし視野の拡大）
〈学生1) 私は愛というものを，ある一部の意味にしか理解していなかったが，講義を受け


















































































イ． 止場 （Aufheben ），これはヘーゲル （ドイの哲学者 G. W. F Hegel 1770～1831）の
哲学を支え，かつ発展させる弁証法という考え方の一段階からくるのです。 （1) あれかなと思
う (2) いやちがう， 反対のこれかと思う (3) けれどまてよ，あれもいいぞ，これもいいぞ，
000 000 000 
併せて考えると，こんなによくなる（新しい全体）と思う。この（3）のところを止揚という。こ
























































5 ）三井浩 ．愛の場所←ー教育哲学序説一一，玉川大学出版部， 1974, pp. 27 
6 ）相応部経典 (1987・9・19)
